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（証券コード9872）
2020年1月31日

株 主 各 位
大阪市中央区南本町三丁目６番14号

代表取締役社長 北 村 良 一
第61回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第61回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよ
うご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手
数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に賛否をご
表示いただき、2020年２月18日（火曜日）午後５時30分までに到着するようご返送くださいま
すようお願い申しあげます。

敬 具
記

1. 日 時 2020年２月19日（水曜日）午前10時
2. 場 所 大阪市中央区安土町三丁目１番３号

ヴィアーレ大阪２階 安土の間
3. 目的事項

報告事項 1. 第61期（2018年11月21日から2019年11月20日まで）事業報告、連結計算
書類および計算書類報告の件

2. 会計監査人および監査役会の第61期連結計算書類監査結果報告の件
決議事項

　 第１号議案 剰余金の処分の件
　 第２号議案 取締役９名選任の件
　 第３号議案 監査役１名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申
しあげます。
◎事業報告、連結計算書類、計算書類および株主総会参考書類の記載事項を修正する必要が生じた場合は、
修正後の事項をインターネット上の当社ウェブサイト（http://www.kitakei.jp/）に掲載いたしますので
ご了承ください。
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〔添付書類〕

事 業 報 告
（2018
2019

年
年
11
11
月
月
21
20
日から
日まで）

1. 企業集団の現況に関する事項
（1） 事業の経過および成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善、企業収益の底堅い推移
を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移したものの、米中貿易摩擦の長期化にともなう
中国経済の減速など、先行きについては不透明な状況が続いております。
当住宅関連業界につきましては、政府などによる各種の住宅取得支援策や低水準が続く
住宅ローン金利の影響もあり、持家住宅および分譲一戸建住宅は堅調な推移となりました
が、金融機関の融資厳格化や空室リスクへの懸念をはじめとする投資マインドの低下等に
より賃貸住宅の着工は減少となったことから、新設住宅着工戸数の総数はやや弱含みにて
推移いたしました。
このような状況のもと、当社グループは、地域の有力販売店やビルダー、住宅メーカー、
ホームセンターなどの新規取引先開拓の推進や、新築住宅およびリフォーム需要に対応し
たキッチン・ユニットバスなどの住宅設備機器の販売に加え、オリジナル商品の拡販に注
力するとともに、非住宅などの新規市場の開拓や業務のシステム化などに取組み、業績の
向上に努めてまいりました。
その結果、当連結会計年度の売上高につきましては、565億57百万円 (前期比0.8％減)、
営業利益につきましては、８億18百万円 (前期比7.2％増)、経常利益につきましては、９
億33百万円 (前期比9.0％増)、親会社株主に帰属する当期純利益は５億69百万円（前期比
4.6％増）となりました。
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当連結会計年度の品目別売上高状況は次のとおりであります。
（単位：百万円）

品 目 別 売 上 高 構 成 比

商 品

木 質 建 材 7,237 12.8 ％

非 木 質 建 材 3,846 6.8
合 板 2,350 4.2
木 材 製 品 2,515 4.4
住 宅 設 備 機 器 13,369 23.6
施 工 付 販 売 1,819 3.2
そ の 他 4,504 8.0
小 計 35,643 63.0

工 事 完 成 工 事 高 20,914 37.0
合 計 56,557 100.0

（2） 設備投資等の状況
当連結会計年度中に実施した設備投資の総額は74百万円であり、その主なものは業務の
システム化への対応を行うための器具備品およびソフトウェアであります。
なお、上記の投資金額には、建設仮勘定71百万円を含めておりません。

（3） 資金調達の状況
該当事項はありません。

（4） 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

（5） 事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

（6） 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

（7） 他の会社の株式その他持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はありません。
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（8） 対処すべき課題
今後のわが国経済の見通しにつきましては、雇用・所得環境の改善が続く中で、各種政
策の効果もあって景気は緩やかに回復していくことが期待されるものの、2019年10月に
実施された消費税増税による消費マインドの低下が見られることに加え、米中貿易摩擦を
はじめとする通商問題を巡る緊張や、中国やEU諸国等の経済動向の不確実性の高まりなど
が国内の経済環境に影響を及ぼす可能性があることから、先行き不透明な状況で推移する
ものと思われます。
当住宅関連業界におきましては、緩和的な金融環境が継続する中、政府による住宅購入
のための支援策などが実施されているものの、消費税増税にともなう市況の不透明感や住
宅の供給過多感などから、新設住宅着工戸数はやや減少傾向にて推移するものと予想され
ます。
当社グループといたしましては、このような状況を十分認識し、引き続き地域の有力販
売店やビルダー、住宅メーカー、ホームセンター、非住宅分野などの新規取引先の開拓と
ともに、既存取引先との関係強化、工事機能のさらなる充実による外壁工事や住設工事な
どの工事売上の拡大、環境、省エネをテーマとした住宅設備機器やオリジナル商品の拡販
などに注力し、業績の向上を目指す所存でございます。
なお、神戸エリアのお取引先様からのニーズに対応するために開設しておりました明石
出張所を、2019年11月21日付で明石営業所といたしました。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し
あげます。
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（9） 財産および損益の状況

区 分 第 58 期
2016年11月期

第 59 期
2017年11月期

第 60 期
2018年11月期

第 61 期
（当連結会計年度）
2019年11月期

売 上 高（百万円） 50,827 55,704 57,003 56,557
経 常 利 益（百万円） 734 888 856 933
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益（百万円） 418 542 544 569

１株当たり当期純利益（円） 45.15 58.50 58.71 61.41
総 資 産（百万円） 23,424 25,084 25,854 25,715
純 資 産（百万円） 10,491 11,062 11,332 11,714
（注）1. １株当たり当期純利益は、自己株式数を控除した期中平均発行済株式総数に基づき算出しており

ます。
2. 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）を当連

結会計年度の期首から適用し、第60期（2018年11月期）に係る総資産については、当該会計基
準を遡って適用した後の数値で表示しております。

（10）重要な親会社および子会社の状況
① 親会社との関係
該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 議決権比率 主要な事業内容

福 住 株 式 会 社 10百万円 100％ 各種建築資材等の販売
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（11）主要な事業内容
当社グループは、当社および連結子会社１社（福住株式会社）で構成されており、木材

店、建材店、工務店、住宅会社等の取引先に対して新建材、住宅設備機器等の商品販売お
よび上記取引先から工事請負を行っております。
主要商品等は次のとおりであります。
品 目 別 主 要 商 品 等

木 質 建 材 ユニットドア、クローゼット、フロア、収納ユニット、階段セット

非 木 質 建 材 石膏ボード、断熱材、屋根材、不燃ボード、サイディング

合 板 ラワン合板、針葉樹合板

木 材 製 品 木材構造材、木材造作材、フローリング

住 宅 設 備 機 器 システムキッチン、ユニットバス、洗面ユニット、トイレ、
空調機器、燃焼機器、太陽光発電パネル

施 工 付 販 売
外壁工事、住設工事、屋根工事、構造躯体工事、内装工事、
サッシ工事、太陽光発電システム

完 成 工 事 高

そ の 他 サッシ、エクステリア、化成品、建築金物、建築道具

（注）施工付販売……仕入メーカーの責任施工により行っている工事
完成工事高……当社の下請工事業者により行っている工事
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（12）主要な事業所
① 当 社
本 社 大阪市中央区
営 業 所 仙台、埼玉、東京、横浜、千葉、甲府、静岡、金沢、名古屋、岐阜、滋

賀、京都、奈良、大阪中央、阪和、兵庫、岡山、高松、福岡、鳥栖、熊
本、北九州
（注）2019年11月21日付で、兵庫営業所を姫路営業所に改称いたしました。

② 子 会 社
福住株式会社
本 社 兵庫県姫路市

（13）従業員の状況
① 企業集団の従業員の状況
従 業 員 数 前期末比増減

370名 18名増

（注）従業員数には、使用人兼務取締役および臨時従業員（パートタイマーおよび派遣社員）は含まれており
ません。

② 当社の従業員の状況
従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

347名 18名増 40.8歳 12.1年

（注）従業員数には、使用人兼務取締役、臨時従業員（パートタイマーおよび派遣社員) および連結子会社へ
の出向者は含まれておりません。

（14）主要な借入先
該当事項はありません。
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2. 会社の株式に関する事項
（1） 発行可能株式総数 32,000,000株
（2） 発行済株式の総数 10,011,841株（自己株式733,518株を含む）
（3） 株 主 数 3,423名
（4） 大 株 主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
千株 ％

北 村 良 一 1,421 15.31
有 限 会 社 ケ イ ア ン ド エ ム 1,373 14.80
北 村 誠 623 6.71
北 村 裕 三 485 5.23
北 恵 社 員 持 株 会 365 3.93
竪 智 精 250 2.69
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信 託 口） 222 2.40

北 村 三 千 子 201 2.16
株 式 会 社 り そ な 銀 行 200 2.15
三 菱 U F J 信 託 銀 行 株 式 会 社 188 2.03
（注）持株比率は、自己株式（733,518株）を控除して計算しております。

（5） その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。

3. 会社の新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。
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4. 会社役員に関する事項
（1） 取締役および監査役の氏名等

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況
代表取締役社長 北 村 良 一
専 務 取 締 役 北 村 誠 営業本部長
取 締 役 北 村 裕 三 管理本部長
取 締 役 岸 本 規 正 中部営業部長
取 締 役 山 内 昭 彦 東日本営業部長
取 締 役 中 村 均 大阪営業部長兼関西営業部長

取 締 役 森 信 静 治 弁護士、梅新法律事務所所長、株式会社池田泉州ホールデ
ィングス社外監査役

取 締 役 杉 野 正 博 株式会社マキタ社外取締役、ミサワホーム株式会社社外取
締役

常 勤 監 査 役 柏 原 弘 道
監 査 役 駒 井 隆 生 税理士、税理士法人スマイル 代表社員

監 査 役 酒 谷 佳 弘

公認会計士、ジャパン・マネジメント・コンサルティング
株式会社代表取締役、株式会社プレサンスコーポレーショ
ン社外取締役 (監査等委員)、株式会社ワッツ社外取締役
(監査等委員)、株式会社タカミヤ社外監査役、ＳＨＯ－Ｂ
Ｉ株式会社社外取締役 (監査等委員)

（注）1. 取締役森信静治氏および取締役杉野正博氏は、社外取締役であります。なお、両氏は東京証券取引
所の定めに基づく独立役員であります。

2. 監査役駒井隆生氏および監査役酒谷佳弘氏は、社外監査役であります。なお、両氏は東京証券取引
所の定めに基づく独立役員であります。

3. 監査役駒井隆生氏は、税理士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を有し
ております。

4. 監査役酒谷佳弘氏は、公認会計士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を
有しております。

5. 当事業年度中の役員の異動
監査役の異動 中島聖晃（2019年２月19日任期満了により退任）
　 柏原弘道（2019年２月19日就任）
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（2） 取締役および監査役の報酬等の額
取締役 8名 119,825千円（うち社外取締役 2名 7,200千円）
監査役 4名 15,140千円（うち社外監査役 2名 7,200千円）

（注）1. 取締役の報酬等には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2.

3．

上記報酬等の額には、当事業年度における役員賞与引当金および役員退職慰労引当金の繰入額が含
まれております。
上記報酬等の額のほか、2019年2月19日開催の第60回定時株主総会決議に基づき、退任監査役1名
に対して役員退職慰労金2,350千円を支給しております。なお、この金額には、当事業年度および
過年度の事業報告において開示した役員退職慰労引当金の繰入額が含まれております。

（3） 社外役員に関する事項
① 重要な兼職先と当社との関係
各社外役員の重要な兼職先は、前記（1）に記載のとおりです。なお、いずれも当社と

各兼職先との間に特別の関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況
区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取 締 役 森 信 静 治 当事業年度開催の取締役会15回のすべてに出席し、主に弁護
士としての専門的見地からの発言を行っております。

取 締 役 杉 野 正 博 当事業年度開催の取締役会15回のすべてに出席し、会社経営
の豊富な経験と幅広い見識に基づき発言を行っております。

監 査 役 駒 井 隆 生
当事業年度開催の取締役会15回および監査役会14回のすべて
に出席し、主に税理士としての専門的見地からの発言を行って
おります。

監 査 役 酒 谷 佳 弘
当事業年度開催の取締役会15回および監査役会14回のすべて
に出席し、主に公認会計士としての専門的見地からの発言を行
っております。

③ 責任限定契約の内容の概要
当社は、各社外取締役および各社外監査役との間で、会社法第427条第１項の規定に

基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約をそれぞれ締結しており、
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額であります。
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5. 会計監査人の状況
（1） 会計監査人の名称

EY新日本有限責任監査法人

（2） 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
① 当事業年度に係る報酬等の額

29,000千円
② 当社および子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

29,000千円
（注）1. 当社は、会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監

査の監査報酬の額を区分しておりませんので、①の金額には金融商品取引法に基づく監査の報酬等
の額を含めて記載しております。

2. 監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計
監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬見積りの算出根拠などが適切である
かどうかについて確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしま
した。

（3） 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合には、

監査役全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。
また、監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判
断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決
定いたします。
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6. 業務の適正を確保するための体制
（1） 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
①コンプライアンス規程を定め、周知徹底を図るとともに、法令及び定款等に違反する行
為を発見した場合の報告体制として子会社も含めた内部通報制度を構築する。
②子会社が当社のコンプライアンス規程と同等の規定を制定することを通じて、企業倫理
の確立並びにコンプライアンス体制の構築を図る。
③就業規則及び社内規程の遵守の徹底と、内部監査の充実を図り、職務の執行の適正性及
び効率性を確保する。
④重要事項等の決定については、必要に応じて、顧問弁護士等から助言及び指導を受け、
適法性を確保する。
⑤市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体とは一切の関係を遮断する
とともに、これらの活動を助長するような行為は一切行わない。また、反社会的勢力及
び団体による不当要求に対しては、組織全体として毅然とした態度で対応する。

（2） 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
①文書管理規程に従い、取締役の職務に係る情報を文書または電磁的媒体に記録し、適切
に保存及び管理を行う。
②取締役及び監査役は、前号の文書等を常時閲覧できる。

（3） 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①リスク管理規程を定め、個々のリスクについての責任部署を決定し、同規程に従ったリ
スク管理体制を構築する。
②リスク管理体制の適用範囲には子会社も含め、企業集団全体の業務の適正化を図る。

（4） 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①取締役会を原則月１回開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催する。
②取締役会の決定に基づく業務執行については、組織規程、業務分掌規程に基づき、各責
任者が業務を遂行する。
③関係会社管理規程に従い、子会社を管理する担当部署を置くとともに、企業集団全体の
業務の効率的な遂行を図る。
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（5） 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
①子会社の内部監査を定期的に実施し、その結果について、担当取締役はコンプライアン
ス及び効率性の観点からの課題を把握し、その重要度に応じて取締役会に報告する。
②子会社の経営については、その自主性を尊重しつつ、事業内容の定期的な報告と重要案
件についての事前協議を行う。

（6） 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性に関
する事項、当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
①監査役は、必要に応じて、内部監査室及び管理本部所属の使用人に、その職務の遂行の
補助を委嘱することができる。その際、監査役が補助使用人に委嘱した職務については、
取締役以下補助使用人の属する上長等の指揮命令を受けないこととし、これを当社内に
徹底する。
②前号の使用人に関する人事異動については、監査役と事前協議を行う。

（7） 当社及び子会社の取締役及び使用人等が監査役に報告をするための体制その他の監査役
への報告に関する体制、報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確
保するための体制
①当社及び子会社の取締役及び使用人等並びに子会社の取締役及び使用人等から報告を受
けた者は、法令及び定款に違反する行為、または著しい損害の生じるおそれのある事実、
その他経営及び業績に影響を及ぼす重要な事項について認識した場合には、監査役に遅
滞なく報告し、監査役は監査役会に報告する。
②監査役は、必要に応じて、当社及び子会社の取締役及び使用人等に対して業務に関する
報告を求めることができるとともに、監査役会に関係者を出席させることができる。

③当社及び子会社は、上記①②の報告をした者に対して、当該報告をしたことを理由とし
た不利益処分は行わないものとする。
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（8） その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
①監査役は、代表取締役社長と定期的に意見交換会を開催する。
②監査役は、取締役、会計監査人及び内部監査室と適宜情報・意見交換を行う。
③当社は、監査役の職務執行について生じる費用または債務（会計監査人・弁護士に相談
する費用を含むがこれに限らない）については負担する。

上記業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は次のとおりであります。

（1） コンプライアンス体制について
当事業年度はコンプライアンス意識の向上を図るため、コンプライアンス研修を実施い
たしました。コンプライアンス委員会を毎月開催してコンプライアンスに関する課題の把
握に努め、また、子会社も含めた内部通報ホットライン窓口を設置して運用しております。
さらに、内部監査室は、内部監査計画に基づき各部門の業務執行や子会社の監査を実施い
たしました。

（2） リスク管理について
各部署が把握したリスクに基づき全社的にリスクの見直しを行うとともに、中間及び期

末に、その対応策及び進捗状況を取締役会に報告いたしました。

（3） 取締役の職務の執行について
当事業年度は、取締役会を15回開催し、月次業績の報告・検討や法令又は定款に定めら
れた事項及び経営上の重要事項を決定するとともに、各取締役の業務執行を監督するほか、
子会社の業務執行の報告を受けております。また、取締役会議事録など取締役の職務の執
行に係る書類について、社内規程に基づき適切に保存及び管理しております。

（4） 監査役の職務の執行について
監査役は、重要な会議への出席、稟議書等の重要な決裁書類の閲覧、営業所及び子会社

への往査等を通じて監査を行いました。また、代表取締役との意見交換会の開催や取締役、
会計監査人及び内部監査室と情報交換・意見交換を行いました。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2019年11月20日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
電 子 記 録 債 権
有 価 証 券
商 品
未 成 工 事 支 出 金
貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他
無 形 固 定 資 産
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
投 資 不 動 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

21,662,925
9,847,017
8,932,103
1,313,222
100,000
563,075
887,635
2,559
35,904
△18,592
4,052,858
1,663,694
201,914
1,320,529

6,887
71,179
63,184
61,935
61,935

2,327,228
1,364,353
521,598
483,330
△42,054

流 動 負 債 12,689,358
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 8,501,835
電 子 記 録 債 務 2,924,393
未 払 金 327,641
未 払 費 用 322,897
リ ー ス 債 務 1,853
未 払 法 人 税 等 231,914
役 員 賞 与 引 当 金 18,500
そ の 他 360,322

固 定 負 債 1,312,387
預 り 保 証 金 748,162
リ ー ス 債 務 5,627
繰 延 税 金 負 債 121,201
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 239,110
退 職 給 付 に 係 る 負 債 172,150
資 産 除 去 債 務 16,632
そ の 他 9,503
負 債 合 計 14,001,745
純 資 産 の 部

株 主 資 本 11,400,195
資 本 金 2,220,082
資 本 剰 余 金 2,851,427
利 益 剰 余 金 6,534,789
自 己 株 式 △206,103

その他の包括利益累計額 313,842
その他有価証券評価差額金 374,914
退職給付に係る調整累計額 △61,072
純 資 産 合 計 11,714,038

資 産 合 計 25,715,783 負 債 及 び 純 資 産 合 計 25,715,783
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連 結 損 益 計 算 書

（2018
2019

年
年
11
11
月
月
21
20
日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高
商 品 売 上 高 35,643,024
完 成 工 事 高 20,914,152 56,557,177

売 上 原 価
商 品 売 上 原 価 31,944,147
完 成 工 事 原 価 19,009,912 50,954,059
売 上 総 利 益 5,603,118

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,784,956
営 業 利 益 818,161

営 業 外 収 益
受 取 利 息 2,872
受 取 配 当 金 21,158
仕 入 割 引 127,354
受 取 賃 貸 料 28,572
そ の 他 営 業 外 収 益 19,318 199,275

営 業 外 費 用
支 払 利 息 65
売 上 割 引 74,708
賃 貸 原 価 7,086
そ の 他 営 業 外 費 用 1,816 83,676
経 常 利 益 933,759

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 6,861 6,861

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 926,897
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 353,072
法 人 税 等 調 整 額 3,993 357,066
当 期 純 利 益 569,831
親会社株主に帰属する当期純利益 569,831
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連結株主資本等変動計算書
（2018
2019

年
年
11
11
月
月
21
20
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計
当期首残高 2,220,082 2,851,408 6,178,362 △205,941 11,043,912
当期変動額
剰余金の配当 　 　 △213,404 　 △213,404
親会社株主に帰属する
当期純利益 　 　 569,831 　 569,831

自己株式の取得 　 　 　 △170 △170
自己株式の処分 　 19 　 8 27
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 　 　 　 　 　

当期変動額合計 － 19 356,427 △162 356,283
当期末残高 2,220,082 2,851,427 6,534,789 △206,103 11,400,195

（単位：千円）
そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当期首残高 355,431 △66,809 288,621 11,332,534
当期変動額
剰余金の配当 　 　 　 △213,404
親会社株主に帰属する
当期純利益 　 　 　 569,831

自己株式の取得 　 　 　 △170
自己株式の処分 　 　 　 27
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 19,483 5,736 25,220 25,220

当期変動額合計 19,483 5,736 25,220 381,503
当期末残高 374,914 △61,072 313,842 11,714,038
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連 結 注 記 表

1. 連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（1）連結の範囲に関する事項

連結子会社の数及び名称
１社 福住株式会社

（2）持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

（3）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
有 価 証 券
満期保有目的の債券…償却原価法（定額法）
そ の 他 有 価 証 券
時価のあるもの…連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全

部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算
定）

時価のないもの…移動平均法による原価法
デリバティブ取引
時価法
た な 卸 資 産
商 品…先入先出法による原価法

(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法
により算定)

未 成 工 事 支 出 金…個別法による原価法
(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法
により算定)

貯 蔵 品…最終仕入による原価法
(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法
により算定)
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
有 形 固 定 資 産（リース資産を除く）
定率法。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）及び
2016年４月１日以降に取得した建物付属設備、構築物については、定額法によって
おります。
また、取得価額が10万円以上20万円未満の減価償却資産については、３年間で均等
償却しております。
　主な耐用年数…建物 10～50年

無 形 固 定 資 産（リース資産を除く）
定額法。なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間
(５年) に基づく定額法によっております。
投 資 不 動 産（リース資産を除く）
定率法。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）及び
2016年４月１日以降に取得した建物付属設備、構築物については、定額法によって
おります。
　主な耐用年数…建物 20～47年

リ ー ス 資 産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額法によっております。

③ 重要な引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金
売上債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、
貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を
計上しております。
役 員 賞 与 引 当 金
役員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給見込額に基づき計上しておりま
す。
役員退職慰労引当金
当社の役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給
額を計上しております。
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④ 重要な収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完成工事原価の計上基準
当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事
…工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）
その他の工事…工事完成基準

⑤ 重要なヘッジ会計の方法
ヘッジ会計の方法
繰延ヘッジ処理を採用しております。ただし、振当処理の要件を満たしている場合は
振当処理を採用しております。
ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段…為替予約取引
ヘッジ対象…外貨建金銭債務及び外貨建予定取引
ヘ ッ ジ 方 針
為替に係る相場変動リスクを回避する目的で、実需の範囲内で対象取引のヘッジを行
っております。
ヘッジの有効性評価の方法
ヘッジ手段とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、相場変動を完全に相殺す
るものと考えられるため、ヘッジの有効性の判定は省略しております。

⑥ その他の連結計算書類作成のための重要な事項
消費税等の会計処理
税抜方式によっております。
退職給付に係る会計処理の方法
（ａ）退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間
に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

（ｂ）数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務
期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発
生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。
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2. 表示方法の変更に関する注記
連結貸借対照表
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）に
伴う、「会社法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号 2018年
３月26日）を当連結会計年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分表
示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しました。

3. 連結貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 761,783千円
（2）投資不動産の減価償却累計額 94,849千円

4. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当連結会計年度の末日における発行済株式数

普通株式 10,011,841株
（2）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額

決 議 株式の種類 配当金の総額
2019年２月19日
定時株主総会 普通株式 213,404千円

１株当たりの配当額 基準日 効力発生日

23円 2018年11月20日 2019年２月20日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度とな
るもの
決 議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額

2020年２月19日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 204,123千円

１株当たりの配当額 基準日 効力発生日

22円 2019年11月20日 2020年２月20日
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5. 金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針
当社グループは、資金運用については、安全性及び流動性の高い短期的な預金等を中心
に行っております。資金調達については、必要時には様々な調達手段の中から最適な手
段を選択する方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金並びに電子記録債権の信用リスクについては、「与
信管理手続規程」に従い、取引先ごとに期日及び残高管理を行うとともに、経営状況を
モニタリングすることにより、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図
っております。
有価証券及び投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式及び余資運用の債
券であります。
業務上の関係を有する企業の株式については、定期的に時価や取引先の財務状況を把握
し、取引先との関係を勘案して保有状況を検討しております。また、余資運用の債券
は、信用リスクを軽減するために、安全性の高いもののみを対象としております。
営業債務である支払手形及び買掛金並びに電子記録債務は、そのほとんどが１年以内の
支払期日であります。

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んで
いるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがありま
す。
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（2）金融商品の時価等に関する事項
2019年11月20日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、
次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、
次表には含まれておりません（（注２）参照）。

連結貸借対照表計上額
(千円) 時価(千円) 差額(千円)

（1）現金及び預金 9,847,017 9,847,017 －
（2）受取手形及び売掛金 8,932,103
（3）電子記録債権 1,313,222
　 貸倒引当金（※） △18,591

受取手形及び売掛金、
電子記録債権（純額） 10,226,734 10,226,734 －

（4）有価証券及び投資有価証券
　① 満期保有目的の債券 300,000 300,311 311
　② その他有価証券 1,161,011 1,161,011 －

資産 計 21,534,763 21,535,074 311
（1）支払手形及び買掛金 8,501,835 8,501,835 －
（2）電子記録債務 2,924,393 2,924,393 －

負債 計 11,426,229 11,426,229 －
※受取手形及び売掛金、電子記録債権に対して計上している貸倒引当金を控除しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
資産
（1）現金及び預金、（2）受取手形及び売掛金、並びに（3）電子記録債権

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額
によっております。

（4）有価証券及び投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融機関から
提示された価格によっております。

負債
（1）支払手形及び買掛金、並びに（2）電子記録債務

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額
によっております。
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（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 連結貸借対照表計上額(千円)
非上場株式 3,342
上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「(4) 有価証券
及び投資有価証券」には含めておりません。

（注３）金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額

１年以内(千円) １年超５年以内(千円)
５年超10年以内

(千円) 10年超(千円)

現金及び預金 9,847,017 － － －
受取手形及び売掛金 8,932,103 － － －
電子記録債権 1,313,222 － － －
有価証券及び投資有価証券
満期保有目的の債券 100,000 － 200,000 －
その他有価証券のうち満期があるもの
１．債券
（1）国債・地方債等 － － － －
（2）社債 － － 500,000 －
（3）その他 － － － －

合計 20,192,343 － 700,000 －

6. 賃貸等不動産に関する注記
賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

7. １株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,262円52銭
（2）１株当たり当期純利益 61円41銭
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貸 借 対 照 表
（2019年11月20日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
有 価 証 券
商 品
未 成 工 事 支 出 金
貯 蔵 品
そ の 他 流 動 資 産
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
器 具 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他 有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他 無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
破 産 更 生 債 権 等
差 入 保 証 金
敷 金
保 険 積 立 金
投 資 不 動 産
そ の 他 投 資
貸 倒 引 当 金

21,504,118
9,760,080
875,772
1,445,459
7,848,898
100,000
549,824
887,635
2,559
36,889
△2,999

4,019,511
1,656,021
194,319
54,044

1,320,529
2,623
71,179
13,325
61,789
60,843
946

2,301,699
1,364,353

0
6,732
96,468
127,466
172,775
521,598
19,286
△6,982

流 動 負 債 12,589,564
支 払 手 形 3,225,528
電 子 記 録 債 務 2,924,393
買 掛 金 5,209,559
未 払 金 317,738
未 払 費 用 312,518
リ ー ス 債 務 790
未 払 法 人 税 等 227,521
未 払 消 費 税 等 87,967
未 成 工 事 受 入 金 133,609
前 受 金 63,134
役 員 賞 与 引 当 金 18,500
そ の 他 流 動 負 債 68,302

固 定 負 債 1,247,890
預 り 保 証 金 748,162
リ ー ス 債 務 2,174
繰 延 税 金 負 債 148,032
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 239,110
退 職 給 付 引 当 金 84,275
資 産 除 去 債 務 16,632
そ の 他 固 定 負 債 9,503
負 債 合 計 13,837,455
純 資 産 の 部

株 主 資 本 11,311,259
資 本 金 2,220,082
資 本 剰 余 金 2,851,427
資 本 準 備 金 2,850,892
そ の 他 資 本 剰 余 金 535
利 益 剰 余 金 6,445,853
利 益 準 備 金 170,300
そ の 他 利 益 剰 余 金 6,275,553
固定資産圧縮積立金 455,452
別 途 積 立 金 2,150,000
繰 越 利 益 剰 余 金 3,670,100

自 己 株 式 △206,103
評価・換算差額等 374,914
その他有価証券評価差額金 374,914
純 資 産 合 計 11,686,174

資 産 合 計 25,523,629 負 債 及 び 純 資 産 合 計 25,523,629
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損 益 計 算 書

（2018
2019

年
年
11
11
月
月
21
20
日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高
商 品 売 上 高 34,616,846
完 成 工 事 高 20,914,152 55,530,999

売 上 原 価
商 品 売 上 原 価 31,118,373
完 成 工 事 原 価 19,009,912 50,128,286
売 上 総 利 益 5,402,712

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,574,588
営 業 利 益 828,124

営 業 外 収 益
受 取 利 息 508
有 価 証 券 利 息 2,362
受 取 配 当 金 21,152
仕 入 割 引 118,424
受 取 賃 貸 料 28,572
そ の 他 営 業 外 収 益 23,066 194,086

営 業 外 費 用
支 払 利 息 65
売 上 割 引 74,599
賃 貸 原 価 7,086
そ の 他 営 業 外 費 用 1,816 83,567
経 常 利 益 938,643

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 6,861 6,861

税 引 前 当 期 純 利 益 931,781
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 348,000
法 人 税 等 調 整 額 4,007 352,007
当 期 純 利 益 579,773
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株主資本等変動計算書
（2018
2019

年
年
11
11
月
月
21
20
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
当期首残高 2,220,082 2,850,892 516 2,851,408
当期変動額
剰余金の配当 　 　 　 　
当期純利益 　 　 　 　
自己株式の取得 　 　 　 　
自己株式の処分 　 　 19 19
固定資産圧縮積立金取崩額 　 　 　 　
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 　 　 　 　
当期変動額合計 － － 19 19
当期末残高 2,220,082 2,850,892 535 2,851,427

（単位：千円）
株 主 資 本

利 益 剰 余 金

利益準備金
そ の 他 利 益 剰 余 金

固定資産圧縮積立金 別途積立金
当期首残高 170,300 461,247 2,150,000
当期変動額
剰余金の配当 　 　 　
当期純利益 　 　 　
自己株式の取得 　 　 　
自己株式の処分 　 　 　
固定資産圧縮積立金取崩額 　 △5,795 　
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 　 　 　
当期変動額合計 － △5,795 －
当期末残高 170,300 455,452 2,150,000
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（単位：千円）
株 主 資 本

利 益 剰 余 金
自己株式 株主資本合計その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 3,297,936 6,079,484 △205,941 10,945,033
当期変動額
剰余金の配当 △213,404 △213,404 　 △213,404
当期純利益 579,773 579,773 　 579,773
自己株式の取得 　 　 △170 △170
自己株式の処分 　 　 8 27
固定資産圧縮積立金取崩額 5,795 － 　 －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 　 　 　 　

当期変動額合計 372,164 366,369 △162 366,225
当期末残高 3,670,100 6,445,853 △206,103 11,311,259

（単位：千円）
評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 355,431 355,431 11,300,465
当期変動額
剰余金の配当 　 　 △213,404
当期純利益 　 　 579,773
自己株式の取得 　 　 △170
自己株式の処分 　 　 27
固定資産圧縮積立金取崩額 　 　 －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 19,483 19,483 19,483

当期変動額合計 19,483 19,483 385,709
当期末残高 374,914 374,914 11,686,174
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個 別 注 記 表

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

子 会 社 株 式…移動平均法による原価法
満期保有目的の債券…償却原価法（定額法）
その他有価証券
時価のあるもの…期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの…移動平均法による原価法

（2）デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　時価法

（3）たな卸資産の評価基準及び評価方法
商 品…先入先出法による原価法

(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法により
算定)

未成工事支出金…個別法による原価法
(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法により
算定)

貯 蔵 品…最終仕入による原価法
(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法により
算定)

（4）固定資産の減価償却の方法
有 形 固 定 資 産（リース資産を除く）
定率法。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）及び
2016年４月１日以降に取得した建物付属設備、構築物については、定額法によってお
ります。
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また、取得価額が10万円以上20万円未満の減価償却資産については、３年間で均等償
却しております。
　主な耐用年数…建物 10～50年

無 形 固 定 資 産（リース資産を除く）
定額法。なお、ソフトウェア (自社利用分) については、社内における利用可能期間
(５年) に基づく定額法によっております。
投 資 不 動 産（リース資産を除く）
定率法。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）及び
2016年４月１日以降に取得した建物付属設備、構築物については、定額法によってお
ります。
　主な耐用年数…建物 20～47年

リ ー ス 資 産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額法によっております。

（5）引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金
売上債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸
倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上
しております。
役 員 賞 与 引 当 金
役員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給見込額に基づき計上しておりま
す。
退 職 給 付 引 当 金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見
込額に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上しておりま
す。
退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりであります。
①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属さ
せる方法については、給付算定式基準によっております。
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②数理計算上の差異の処理方法
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務
期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の
翌事業年度から費用処理することとしております。

未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取扱いが連結貸借対照表と異なります。
役員退職慰労引当金
当社の役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく当事業年度末要支給額を計
上しております。

（6）収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完成工事原価の計上基準
当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事
…工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）
その他の工事…工事完成基準

（7）ヘッジ会計の方法
ヘッジ会計の方法
繰延ヘッジ処理を採用しております。ただし、振当処理の要件を満たしている場合は
振当処理を採用しております。
ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段…為替予約取引
ヘッジ対象…外貨建金銭債務及び外貨建予定取引
ヘッジ方針
為替に係る相場変動リスクを回避する目的で、実需の範囲内で対象取引のヘッジを行
っております。
ヘッジの有効性評価の方法
ヘッジ手段とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、相場変動を完全に相殺す
るものと考えられるため、ヘッジの有効性の判定は省略しております。
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（8）消費税等の会計処理
税抜方式によっております。

2. 表示方法の変更に関する注記
貸借対照表
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）に
伴う、「会社法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号 2018年
３月26日）を当事業年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示
し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しました。

3. 貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 753,006千円
（2）投資不動産の減価償却累計額 94,849千円
（3）関係会社に対する金銭債権債務

短期金銭債権 182,078千円
短期金銭債務 0千円

4. 損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引による取引高の総額 470,308千円
営業取引以外の取引高の総額 3,948千円

5. 株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の数

普通株式 733,518株
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6. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産

未 払 賞 与 53,619千円
貸 倒 引 当 金 3,044千円
役員退職慰労引当金 72,928千円
退 職 給 付 引 当 金 25,704千円
減 損 損 失 141,682千円
関係会社株式評価損失 53,374千円
そ の 他 70,839千円

繰 延 税 金 資 産 小 計 421,193千円
評 価 性 引 当 額 △218,212千円
繰 延 税 金 資 産 合 計 202,981千円
繰延税金負債

固定資産圧縮積立金 199,874千円
その他有価証券評価差額金 149,423千円
そ の 他 1,715千円

繰 延 税 金 負 債 合 計 351,014千円
繰 延 税 金 負 債 純 額 148,032千円

7. １株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,259円51銭
（2）１株当たり当期純利益 62円49銭
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
2020年１月16日

北 恵 株 式 会 社
取 締 役 会 御中

EY新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 梅 原 隆 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 後 藤 英 之 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、北恵株式会社の2018年11月21日から2019
年11月20日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結
株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書
類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算
書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する
意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に
準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかに
ついて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めてい
る。
監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施され
る。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリス
クの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するため
のものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案す
るために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者
が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての
連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、北恵株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び
損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

2020年１月16日
北 恵 株 式 会 社
取 締 役 会 御中

EY新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 梅 原 隆 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 後 藤 英 之 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、北恵株式会社の2018年11月21日から
2019年11月20日までの第61期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本
等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及
びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属
明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監
査を実施することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手
続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明
細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効
性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応
じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内
部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ
て行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含ま
れる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべ
ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書
当監査役会は、2018年11月21日から2019年11月20日までの第61期事業年度の取締役の職務の執行
に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり
報告いたします。
1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につい
て報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、
取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努め
るとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所におい
て業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査
役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なも
のとして会社法施行規則第100条第１項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の
内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用
人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見
を表明いたしました。
③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証すると
ともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計
算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会
計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結
貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表) について検討いたしまし
た。
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2. 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと
認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認めら
れません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認
められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　 2020年１月17日

北恵株式会社 監査役会
常勤監査役 柏 原 弘 道 ㊞
社外監査役 駒 井 隆 生 ㊞
社外監査役 酒 谷 佳 弘 ㊞

以 上
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株主総会参考書類

議案および参考事項
第１号議案　 剰余金の処分の件
当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つとして位置付け、安定した配
当を継続しつつ、当社を取り巻く経営環境および財務状況等を勘案のうえ、業績に応じた
利益還元を行っていくことを基本方針とし、配当額につきましては、当面の間、１株当た
り年間14円を下限とした上で、連結配当性向35％を目途としております。
上記に基づき、当期の期末配当につきましては、以下のとおりといたしたいと存じま
す。

（1）株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額
　当社普通株式
　 １株につき金 22円 総額 204,123,106円

（2）剰余金の配当が効力を生じる日
　2020年２月20日
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第２号議案　 取締役９名選任の件
本総会終結の時をもって、取締役全員（８名）が任期満了となります。つきましては、

経営体制の一層の強化を図るため、取締役１名を増員し、取締役９名の選任をお願いいた
したいと存じます。
取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

１

きた むら りょう いち

北 村 良 一
（1958年１月19日）

1980年４月 当社入社
1986年２月 取締役営業本部営業部長
1987年11月 代表取締役専務
1988年６月 代表取締役社長（現任）

1,421,400株

（取締役候補者とした理由）
長年にわたり代表取締役社長を務め、企業経営者としての豊富な経験、実績、見識を有しており、当社
の企業価値向上を推進するために適任であると考え、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

２

きた むら まこと

北 村 誠
（1960年10月20日）

1983年４月 当社入社
1994年５月 東京第１営業部部長代理
1995年11月 東日本営業部部長代理
1998年５月 総務部長
2000年２月 取締役総務部長
2001年２月 取締役経理部長
2001年５月 取締役経理部長兼経営企画室長
2002年11月 取締役管理本部長兼経理部長兼経営企画室長
2004年２月 常務取締役管理本部長兼経理部長兼経営企画

室長
2006年５月 常務取締役管理本部長兼経理部長
2008年２月 常務取締役経営統括本部長
2011年１月 常務取締役管理本部長兼経理部長
2013年５月 常務取締役管理本部長
2015年11月 常務取締役営業本部長兼営業企画部長
2016年２月 専務取締役営業本部長兼営業企画部長
2016年５月 専務取締役営業本部長（現任）

623,044株

（取締役候補者とした理由）
当社の経営に関する豊富な経験、実績、見識を有しており、当社の企業価値向上を推進するために適任
であると考え、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

３

きた むら ゆう ぞう

北 村 裕 三
（1964年６月６日）

1987年４月 当社入社
2003年８月 営業企画部副部長
2008年１月 営業企画部長
2008年２月 取締役営業企画部長
2015年11月 取締役管理本部長（現任）

485,579株

（取締役候補者とした理由）
営業部門、管理部門における豊富な経験、実績、見識を有しており、当社の企業価値向上を推進するた
めに適任であると考え、取締役候補者といたしました。

４

きし もと のり まさ

岸 本 規 正
（1963年８月18日）

1984年４月 当社入社
2003年５月 西日本営業部長
2005年11月 九州営業部長
2010年11月 近畿営業部長
2012年２月 取締役近畿営業部長
2012年11月 取締役住宅資材部長
2014年11月 取締役近畿第二営業部長
2016年11月 取締役関西営業部長
2018年５月 取締役中部営業部長（現任）

9,000株

（取締役候補者とした理由）
営業部門に長年携わり、豊富な経験、実績、見識を有しており、当社の企業価値向上を推進するために
適任であると考え、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

５

やま うち あき ひこ

山 内 昭 彦
（1963年６月25日）

1986年４月 当社入社
2003年11月 近畿営業部副部長
2007年11月 東日本営業部副部長
2009年11月 東日本営業部長
2012
2019

年
年
２
11
月
月
取締役東日本営業部長
取締役営業推進部長（現任）

20,000株

（取締役候補者とした理由）
営業部門に長年携わり、豊富な経験、実績、見識を有しており、当社の企業価値向上を推進するために
適任であると考え、取締役候補者といたしました。

６

なか むら ひとし

中 村 均
（1960年３月５日）

1999年11月 当社入社
2010年11月 住宅資材部長
2012年11月 近畿営業部長
2014年２月 取締役近畿営業部長
2014年11月 取締役近畿第一営業部長
2016
2018

年
年
11
５
月
月
取締役大阪営業部長
取締役大阪営業部長兼関西営業部長（現任）

5,500株

（取締役候補者とした理由）
営業部門に長年携わり、豊富な経験、実績、見識を有しており、当社の企業価値向上を推進するために
適任であると考え、取締役候補者といたしました。

７

※
さい た まさ と

齋 田 征 人
（1964年12月7日）

2000年６月 当社入社
2012年２月 経理部副部長
2013年５月 経理部長（現任）

1,800株

（取締役候補者とした理由）
経理部門に長年携わり、豊富な経験、実績、見識を有しており、当社の企業価値向上を推進するため
に適任であると考え、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

８

もり のぶ せい じ

森 信 静 治
（1949年７月９日）

1978年４月 弁護士登録
1988年４月 梅新法律事務所開設 所長（現任）
2004年４月 大阪弁護士会副会長、日本弁護士連合会理事
2005年４月 大阪大学大学院法学研究科招聘教授
2013年４月 日本弁護士連合会常務理事
2015年２月 当社社外取締役（現任）
2017年６月 株式会社池田泉州ホールディングス社外監査

役（現任）
（重要な兼職の状況）
梅新法律事務所所長
株式会社池田泉州ホールディングス社外監査役

0株

（社外取締役候補者とした理由）
弁護士としての豊富な知識と幅広い見識を有し、専門的見地からの助言をいただいており、社外取締役
としての職務を適切に遂行できるものと考え、社外取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

９

すぎ の まさ ひろ

杉 野 正 博
（1944年11月18日）

1967年４月 伊奈製陶株式会社（現 株式会社LIXIL）入社
1992年１月 株式会社INAX（旧 伊奈製陶株式会社）取締役
1996年１月 同社常務取締役
2000年１月 同社専務取締役
2001年10月 同社代表取締役社長
2007年６月 同社代表取締役会長
2007年６月 株式会社住生活グループ（現 株式会社LIXIL

グループ）代表取締役社長
2011年４月 株式会社LIXIL代表取締役社長
2011年６月 同社取締役相談役
2013年６月 同社相談役（非常勤)
2015年６月 株式会社マキタ社外取締役（現任）
2017
2018
2018

年
年
年

６
２
７

月
月
月

ミサワホーム株式会社社外取締役（現任）
当社社外取締役（現任）
株式会社LIXIL特別顧問（非常勤）（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社マキタ社外取締役
ミサワホーム株式会社社外取締役

0株

（社外取締役候補者とした理由）
長年にわたって会社経営に携わり、豊富な経験と高い見識を有しており、当社の経営に対して大所高所
からの貴重な意見をいただいており、社外取締役候補者といたしました。

（注）1.
2.
※は、新任候補者であります。
各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

3. 森信静治氏は、社外取締役候補者であります。なお、同氏は東京証券取引所の定めに基づく独立役
員であります。

4. 杉野正博氏は、社外取締役候補者であります。なお、同氏は東京証券取引所の定めに基づく独立役
員であります。

5.
6．
森信静治氏の社外取締役在任期間は、本総会終結の時をもって５年であります。
杉野正博氏の社外取締役在任期間は、本総会終結の時をもって２年であります。
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7. 当社は、森信静治氏および杉野正博氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第
423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限
度額は、法令が規定する最低責任限度額としております。森信静治氏および杉野正博氏の再任が承
認された場合、当社は両氏との間で当該契約を継続する予定であります。
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第３号議案　 監査役１名選任の件
本総会終結の時をもって、監査役駒井隆生氏が任期満了となりますので、監査役１名の
選任をお願いいたしたいと存じます。
なお、本議案の提出につきましては、あらかじめ監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は次のとおりであります。

氏 名
（生年月日） 略歴、地位および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

こま い たか お

駒 井 隆 生
（1955年12月13日）

1982年11月 駒井会計事務所入所
1986年２月 税理士登録
1990年４月 駒井会計事務所代表者
2004年２月 当社社外監査役（現任）
2016年１月 税理士法人スマイル設立 代表社員（現任）

　
（重要な兼職の状況）
税理士法人スマイル 代表社員

15,900株

（社外監査役候補者とした理由）
税理士として財務および会計に関して豊富な経験と幅広い見識を有し、専門的見地からの助言をいただいてお
り、社外監査役としての職務を適切に遂行できるものと考え、社外監査役候補者といたしました。

　

（注）1. 候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2. 駒井隆生氏は、社外監査役候補者であります。なお、同氏は東京証券取引所の定めに基づく独立役

員であります。
3. 駒井隆生氏の社外監査役在任期間は、本総会終結の時をもって16年であります。
4. 当社は、駒井隆生氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害
賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定
する最低責任限度額としております。駒井隆生氏の再任が承認された場合、当社は同氏との間で当
該契約を継続する予定であります。

以 上
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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綿業
会館ヴィアーレ大阪

株主総会会場ご案内図

会場：大阪市中央区安土町三丁目１番３号
ヴィアーレ大阪２階
安土の間

◎ 地下鉄御堂筋線 本町駅③番出口
東へ徒歩３分
※ビル建替えのため本町駅①出口閉鎖中

◎ 地下鉄堺筋線 堺筋本町駅⑰番出口
西へ徒歩５分

◎ 車でのご来場はご遠慮くださいますようお願いいたします。
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